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4月16日から３泊４日の日程で河口

湖、東京方面において３学年修学旅

行が行われた。旅行隊は「『学ぶ』～

仲間と協力し、一つ上の自分に～」を

テーマに、規律ある集団行動を身に

付ける、仲間との親睦を深める、自

然、文化、歴史に触れ、見聞を広める

ことなどを目標に掲げ、この旅行に臨

んだ。全日程、天候に恵まれ、河口

湖ペンションでの体験活動や大使館・

企業訪問などの自主研修を無事に終

えた。修学旅行で学んだことを今後の

学校生活で存分に発揮してほしい。

▲河口湖畔大石公園にて。雄大な富士の姿に長旅の疲れも消し飛んだ。

■１日目 八戸→東京→河口湖
9:05発はやぶさ12号で一路東京

へ。４日間の旅の期待感で胸はふくら

む。12:04東京着。皇居そばの楠公レ
ストハウスで松華堂弁当を食す。首都

高から中央自動車道へ。談合坂ＳＡ

で休憩をとり、河口湖を目指す。山間

部に入り、車窓からは満開の山桜が

見えた。東京では葉桜しか見られな

かったので、ちょっと得した気分だ。

峠を越えると、山頂に雪をまとった美

しい富士山が見えた。「天気が良くて

もかすんで見えないことが多く、きれ

いに見えることはめったにない」とガイ

ドさん。川口湖畔の大石公園で富士

をバックに記念撮影。この写真が撮れ

ただけでも１日目は大成功。開校式

後、生徒たちは各ペンションに分宿

し、それぞれのプログラムをこなした。



■２日目 河口湖→自主研修（大使館・企業訪問）→台場
青空に富士の白雪が映えている。7:45、大池公園で閉校式。お世話にな

ったペンションオーナーにお礼の挨拶をし、バス乗車。２時間弱で自主研修

スタート地点の新宿駅西口に到着。４班(東田リーダー)に同行し、デンマー

ク大使館を目指す。通勤客でごった返す駅構内を柱や頭上に時折現れる

＜丸ノ内線＞の標示を頼りに歩く、歩く。迷いながらも何とか池袋行の地下

鉄に乗車。新宿３丁目で副都心線に乗り換え代官山へ。駅に着いたもの

の、大使館の方角がわからない。地図を手に付近を迷走した後、ようやく大

使館に通じる大きな道路を見つける。到着したのは約束５分前の10:55。ぴ
ったり？のタイミングだった。金髪が美しい大使館員のイーネさんとソフィー

さんに案内され、ミーティングルームへ。イーネさんは秋田県の国際教養大

学で学んだことがあるとのことで日本語が上手。パワーポイントを使って、デ

ンマークの自然、伝統、文化などの紹介をしてくれた。意外だったのはデン

マークはパスタの消費量が多い国だということ。特に若者はジャガイモ離れ

が進行中とのこと。最後にリーダーがお礼の挨拶をし、おみやげの「八幡

駒」を贈呈した。４班とは代官山で分かれ、参議院議員会館に向かった。

議員会館で、７班(長野朗大リーダー)と合流し、参議院議員の田名部匡

代さんにお世話になり、本会議場や国会図書館を案内していただいた。雨

がぱらつく中、18:00フジテレビ前に集合。 THE OVENアクアシティ―お台
場店で夜景を見ながらバイキング。心地よい疲れで生徒たちはぐっすり…。

■３日目 台場→東京ディズニーリゾート→台場
6:00起床。昨夜からの風雨で旅程が心配されたが、雲間から青空が見え

始め、出発時にはすっかり晴れあがった。なんと強運の旅行隊か。そしてい

よいよ夢と冒険の国、東京ディズニーリゾートへ。今回はランドとシーの２か

所を自由に楽しむことができた。三大マウンテン制覇を目指す班、落下絶叫

系を避けメルヘンの世界を追求する班、ポップコーンやチュロスなど TDR
のグルメを追求する班、とにかく買い物に走る班、思い思いの楽しみ方で一

日を過ごした。生徒たちはかぶり物を身につけキャラクターになりきり、大き

な荷物を手に夢の国を後にした。この日も班行動でホテル集合だったが、

JR などを利用し、全員が集合時間前に到着。たまった疲れから今日もまた
熟睡。みんな夢の中でミッキーやミニーに再会していたに違いない。

■４日目 台場→湯島→東京スカイツリー→浅草寺→上野→八戸
6:00起床。バスで湯島天神へ。学問の神様、菅原道真に来春の進路達

成を誓う。バスで東京スカイツリーへ。分速600m の高速エレベーターで展

望回廊へ。地上450メートルから見る東京は今まで見たことのない景色だっ

た。今日も班別行動で浅草を散策し、上野発14:26はやぶさ23号に乗り込み
一路長者中へ。途中、列車は桜前線を追い越し、やや肌寒い八戸駅に到

着。冷たい風が我々を４日間の夢の旅から現実の世界へ引き戻した。しか

し、生徒たちの成長の旅はこれからも続く。６月の夏季大会や８月の体育祭

では、旅行によって一回りたくましくなった彼らの活躍を大いに期待したい。


